
宝ほ
う

永え
い

元
年
（
一
七
〇
四
）、
大
和
川
が
新

し
く
松
原
方
面
に
付
け
替
え
ら
れ
た
結
果
、

現
天
美
北
の
城

じ
ょ
う

連れ
ん
寺じ

村
の
六
割
以
上
が
新
川

の
川
底
と
な
り
ま
し
た
。
城
連
寺
村
で
は
、

そ
の
代
替
地
が
現
大
阪
市
東
住
吉
区
内
の
旧

西に
し

除よ
け

川が
わ
筋
な
ど
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
村
で

は
、
農
民
た
ち
が
旧
川
筋
に
新
し
く
田
畑
を

開
発
し
、
富と

ん

田だ

新し
ん

田で
ん
と
か
城
連
寺
新
田
と
よ

ば
れ
ま
し
た
（「
松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
291
）。

　
右
の
絵
図
は
、享

き
ょ
う

保ほ
う
十
四
年（
一
七
二
九
）

に
描
か
れ
た
「
大
和
川
掘く

っ

鑿さ
く

以
後
城
連

寺
村
々
図
」
で
す
。
新
川
の
改
流
か
ら

二
十
五
年
の
時
を
経
た
城
連
寺
村
の
全
域

を
示
し
て
い
ま
す
。
村
の
北
部
を
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
の
流
域
幅
を
持
つ
「
新
大

和
川
筋
」
が
貫
流
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
大
和
川
右
岸
の
北
側
は
、
新
川
に
分
断

さ
れ
ま
し
た
が
、
村
域
が
東
西
に
細
長
く

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
ま
す
。

　
大
和
川
右
岸
側
の
堤
下
、
今
は
廃
線
と

な
っ
た
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
の
阪
和
貨
物
線
跡

の
軌
道
ま
で
が
、松
原
市
域
最
北
部
と
し
て
、

現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
近
鉄

電
車
が
大
和
川
の
鉄
橋
を
わ
た
る
矢
田
四

号
踏
切
道
か
ら
東
へ
一
キ
ロ
余
り
行
っ
た

範
囲
で
す
。
北
側
は
東
住
吉
区
住す

ん

道じ

矢や

田た

、

東
は
平
野
区
瓜う

り

破わ
り

西に
し

に
接
し
て
い
ま
す
。

　
享
保
十
四
年
の
絵
図
で
は
、
大
和
川
の
川

底
と
な
っ
て
潰
れ
た
耕
作
地
の
北
に
続
く

田
畑
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
時
代
と

と
も
に
狭さ

山や
ま
池い
け
か
ら
北
に
流
れ
て
い
た
西
除

川
が
大
和
川
に
妨
げ
ら
れ
、
北
流
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
田
畑
も
荒
れ
て

い
っ
た
の
で
す
。
大
阪
市
に
接
す
る
同
地
は

改
流
か
ら
三
〇
〇
年
以
上
た
ち
ま
し
た
が
、

対
岸
が
松
原
市
域
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
方
は
、
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
和
川
付
け
替
え
に
よ
る
城
連
寺
村
の
分
断

と
い
う
歴
史
を
受
け
継
ぐ
、
貴
重
な
絵
図
と

し
て
、
私
た
ち
は
こ
の
地
に
立
ち
、
松
原
市

域
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
い
も
の
で
す
。

　

次
に
、
中
の
地
図
は
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
）、
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部

が
測
量
し
た
現
大
阪
市
南
東
部
の
明
治
時

代
前
半
の
も
の
で
す
（
二
万
分
一
之
尺
）。

南
の
真
下
に
大
和
川
が
流
れ
、
先
の
右
岸

北
側
の
城
連
寺
村
最
北
部
ま
で
が
範
囲
と

な
っ
て
い
ま
す
。
東
か
ら
西
瓜
破
村
（
現

平
野
区
）、
住
道
村
（
現
東
住
吉
区
）、
矢

田
部（
現
東
住
吉
区
）の
村
名
と
と
も
に
、

富
田
新
田
の
村
名
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
城
連
寺
や
住
道
・
矢
田
部
は
古
代
以
来
、

富
田
庄
と
よ
ば
れ
、共
通
の
エ
リ
ア
で
し
た
。

城
連
寺
村
の
農
民
が
村
の
北
方
に
新
田
を
開

発
し
た
こ
と
か
ら
、
以
後
、
江
戸
時
代
を
通

し
て
、城
連
寺
村
の
枝
郷
富
田
新
田
と
し
て
、

本
村
の
領
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
新
田
へ
は
近
隣
の
枯か

れ

木き

村
（
現

東
住
吉
区
）
な
ど
他
村
か
ら
の
移
住
な
ど
も

あ
り
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
人
口
を

見
る
と
、
本
村
の
城
連
寺
村
は
三
二
二
人

に
対
し
、
富
田
新
田
は
人
口
三
六
二
人
と
、

上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
十
年

（
一
八
七
七
）、
富
田
新
田
は
城
連
寺
村
か
ら

離
れ
、
一
村
と
し
て
独
立
し
た
の
で
し
た
。

　
地
図
に
は
、
矢
田
部
か
ら
南
へ
延
び
る

下し
も
高こ
う
野や

街
道
沿
い
に
富
田
新
田
の
街
村
が

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
す
ぐ
南
の
大
和
川
に

架
か
る
橋
が
下
高
野
橋
で
す
。
の
ち
、
富

田
新
田
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、

矢
田
部
・
住
道
・
枯
木
村
と
と
も
に
矢
田

村
に
な
る
の
で
す
。

　
一
方
、
城
連
寺
村
は
大
和
川
左
岸
の
池い

け

内う
ち
・
油ゆ

上か
み
・
芝し
ば
・
我が

堂ど
う
・
堀ほ
り

村
と
と
も
に

天
美
村
、
の
ち
松
原
市
と
な
り
、
江
戸
時

代
以
来
の
城
連
寺
村
・
富
田
新
田
間
の
行

政
上
の
結
び
つ
き
は
解
消
さ
れ
た
の
で
す
。

　
富
田
新
田
は
、明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）、

新
田
の
名
称
を
取
り
、
富
田
と
な
り
ま
し
た
。

以
後
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
ま
で
は

中
河
内
郡
矢
田
村
大お

お

字あ
ざ

富
田
、
同
年
の
大
阪

市
合
併
後
は
、
東
住
吉
区
矢
田
富
田
町
と
変

更
し
て
い
っ
た
の
で
し
た
。
今
で
は
、
同
区

矢
田
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
左
の
地
図
は
、現
在
の
天
美
北
周
辺
で
す
。

市
域
が
大
和
川
右
岸
北
側
で
区
切
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
、
大
阪
市

が
管
理
す
る
西に

し

浦う
ら

池い
け
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
が

境
界
で
す
。明
治
十
八
年
測
量
の
地
図
に
は
、

住
道
村
集
落
の
西
南
に
昭
和
五
十
年
代
に

埋
め
立
て
ら
れ
た
北
東
に
出
っ
張
り
の
あ

る
ほ
ぼ
整
形
の
西
浦
池
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
明
治
時
代
、
現
代
に
至
る

絵
図
や
地
図
か
ら
、
市
域
最
北
部
の
天
美

北
・
城
連
寺
の
村
域
変
遷
が
富
田
新
田
の

歩
み
と
と
も
に
、
読
み
と
れ
る
の
で
す
。

西田 孝司（松原市文化財保護審議会）
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大
和
川
の
改
流
で
分
離
さ
れ
た
市
域

城
連
寺
村
に
よ
る
富
田
新
田
の
開
発

▲享保14年「大和川掘鑿以後城連寺
村々図」（天美北・長谷川正禮氏蔵）

▲現在の大和川右岸・天美北
周辺地図（松原市提供）

▲西浦池グラウンド南の大和
川右岸から近鉄線や阿

あ
麻
ま
美
み
許
こ

曽
そ
神社の森（左）をのぞむ

▲明治18年測量の大日本帝国
陸地測量部の地図

大和川右岸の城連寺村と富田新田

西浦池グラウンド

住道矢田3丁目

松原市

大阪市
東住吉区

天美　北4丁目大和川西青少年運動広場天美　北4丁目


